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キンポウゲ科1％
グラフ1
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白鴎大学周辺の野草（3）
このグラフから分かるように、白鴎大学周辺の野草の科名では、キク科
が22％で最も多く、次がイネ科で15％、3位がゴマノハグサ科で9％であ
る。キク科とイネ科は花が美しかったり、背丈が大きいので比較的目に付
きやすいが、ゴマノハグサ科の多くは背丈の大きな草の陰でひっそりと生
えている種類であり、その存在は注意して観察しないと分からないことが
多い。
外来種の割合
????
在来種
73％
グラフ2野草は意外と外来種が多いことがわかる。グラフ2のように30％を占め
ている。
外来種の原産地熱帯アメリカ9％南
グラフ3グラフ3から分かるように、外来種が北アメリカから半数強入ってきて
いることが分かる。このことは我が国が歴史的に北アメリカとの交流が特
353
小原政敏
に経済活動を中心にして多かったことと関係があるものと推測される。
今回も温暖化を裏付けるような植物がないかを探したが、野草の中から
は明確には見つけられなかった。むしろ、昆虫を中心とする動物の方が顕
著と思われる。特に蝶の生息域の調査では温暖化の傾向があることが示さ
れている（注：ナガサキアゲハの生息地が北関東まで北上している。2007
年5月25日下野新聞）。植物では、昆虫のように生育域の差を示すことは
難しいが、このような雑草についての調査が全国規模で充実されれば、植
物からも温暖化の傾向を裏付けることが出来るかもしれない。
教育学部の学生の多くは、幼稚園・保育園・小学校さらには中学校・高
等学校の教員として勤務することが予定されている。幼稚園・保育園にお
いては自然環境は重要な保育環境である。豊かな自然環境を通して心豊か
な人格形成の基礎が育まれる。小学校の子どもたちは、学校を中心とした
学校の周りの自然環境の中で遊び生活をすることがほとんどである。豊か
な自然の中から不思議さや驚きを感じて知性や人格を育てる身近な自然環
境について、教職につくものは植物・動物・地形・地質などを含めて自然
の環境状況を把握しておくことが大切である。今回のこの調査もこのよう
な使命を担う学生たちにとっても意義のあるものとなることを期待してい
る。
誤りのご指摘、不明な植物名のご教示をいただければ幸いである。
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（注）ナガサキアゲハ （参考）カラスアゲハ
（出典）
htな）：／／www．insectsjp／kon一取okarasua．htm
（出典）
http：／／aoki2．si．gunma－u．ac．jp／youtyuu／
HTMLs／nagasakiggeha．html
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